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提言に対する改善報告書 
 
大学名称 宮城教育大学     （評価申請年度 平成１７年度 ） 
 

１．助言について 

 
№ 種  別 内  容 

基準項目 教育内容・方法 
指摘事項 年間の履修登録単位数の上限設定がなされていない。４

年間のバランスの取れた科目履修と各科目の十分な学

習をより確かなものにするために、その検討が望まれ

る。 
評価当時の状況 平成１７年度当時、履修科目登録の上限設定は行って

いなかった。卒業所要単位を相当数うわまわって単位を

修得する学生には､複数免許状取得や、学芸員等の資格

取得を目指している学生が多かった。また、いわゆる「趣

味単」と称して他専攻科目を履修する学生もいた。これ

らの学生は一般的に努力型である。 
一方で、４年間において卒業所要単位を僅かに超える

程度の単位数で卒業する学生も少なくなかった。その理

由は様々考えられるが、現象として「履修届は出すが、

単位が取得できない」状態が何度か繰り返されているこ

とが想定できる。 
評価後の改善状況 平成２０年度入学生からは、「単位制度の実質化」を

図るため一部の科目を除き半期２８単位を上限とする

ＣＡＰ制を導入した。 

平成２０年度からのＣＡＰ制導入により、平成 
１９年度の導入前と平成２０年度の導入後の初年度学

生を比較すると、履修登録単位数の平均は導入前が５

０．５３単位に対し導入後は５０．２１単位に減少した。 
改善状況を示す具体的な根拠・データ等 
・履修のしおり 平成２０年度 入学生用 
・初年度履修登録単位数分布 

履  修  登  録  単  位  数 （年 間） 
入学年度 

１０～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９ 
６０

～ 
平均 

平成１９年度入学者 

（ＣＡＰ制なし） 
0 3 8 115 240 10 50.53 

平成２０年度入学者 

（ＣＡＰ制あり） 
1 1 1 145 227 1 50.21 

 
＜大学基準協会使用欄＞ 
検討所見  
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№ 種  別 内  容 

基準項目 学生の受け入れ 
指摘事項 大学院教育学研究科学校教育専攻および教科教育

専攻の「夜間主コース」において定員割れ状況が続

いているので、設置の趣旨に見合った目的を達成す

るための改善方策を講じることが望まれる。 
評価当時の状況 本学では現職教員が勤務しながら夜間、土曜日、

夏季･冬季の休業期間中に学修する夜間主コースを

平成１２年度に設置した。初年度（平成１２年度）

の入学者数は定員を上回ったが､１３年度以降、昼

間コースの入学者数が多いことから昼・夜併せた入

学者数は修士課程の総定員を上回っているものの、

夜間主コースだけでは入学定員を下回っていた。こ

れを改善するため平成１６年度では夜間主コース

について２次募集を行ったが定員確保には至らな

かった。また、１７年度入試では、現職教員へ本学

大学院をアピールするためにポスターを作成し、宮

城県下の小・中・高等学校等に配付するなど定員確

保の努力が続けられた。 
評価後の改善状況 平成１６年４月「大学院教育学研究科改革特別委

員会」を設置し、大学院制度の見直しと、主として

現職教員を対象とした新しい専攻ないし専修の創

設に向け検討に着手した。 

中央教育審議会の「今後の教員養成・免許制度の

在り方について」（平成１７年１２月８日：中間報

告）において、教員養成に特化した専門職大学院の

枠組み「教職大学院」制度の創設が提言され、本学

においては、①教員養成学部卒業者の中から、より

実践的な指導力・展開力を備え、新しい学校づくり

の有力な一員となり得る新人教員の養成、②現職教

員を対象に、地域や学校における指導的役割を果た

し得る教員として不可欠な確かな指導理論と優れ

た実践力・応用力を備えた「スクールリーダー」の

養成等を目指して、「教職大学院」の設置に向け検

討を行った。 

平成２０年度教職大学院の設置が認められたこ

とから修士課程の夜間主コースは廃止し、現職教員

は主に教職大学院において受け入れていくことと

した。 
改善状況を示す具体的な根拠・データ等 
・平成２０年度教職大学院入学者３２名のうち現職教員が２８名 

・平成２１年度教職大学院入学者３５名のうち現職教員が３０名 

＜大学基準協会使用欄＞ 
検討所見  
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№ 種  別 内  容 

基準項目 施設・設備 
指摘事項 バリアフリー対策への取り組みは見られるが、学内

外の利用者の利便性や安全・安心性からみて必ずし

も十分とはいえないので、さらなる対応が望まれ

る。 
評価当時の状況  障害者への対応としては、以前は、身障者トイレ

は２号館、５号館に１ヶ所ずつ、スロープは各棟玄

関前に、エレベータ１基をバリアフリー対策として

設置している状況であった。このため、平成１４年

度には身体障害者への対応及びキャンパス内のバ

リアフリー化の一環として青葉山、附属中学校の基

幹・環境整備事業を行い、身体障害者用トイレ３ヶ

所、スロープ５ヶ所、自動ドア３ヶ所、エレベータ

２機、渡り廊下１ヶ所、階段昇降機１機をあらたに

設置したものである。現在の障害者対策等施設等は

次に示すとおりである。 
 障害者対策等施設一覧（平成 16 年５月１日現在） 

施  設 個 数 

スロープ １７ヶ所 

自動ドア  ９ヶ所 

エレベータ  ４機 

身体障害者用トイレ  ８ヶ所 

渡り廊下  １ヶ所 

階段昇降機  １ヶ所 
 上記のとおり、施設・設備面において、身体障害

者を対象にして配慮が始まったところである。 
 身体障害者対象の施設設備も、スロープやエレベ

ータはその数が不足しており、車椅子用スロープは

あるが、その先の建物の中には段差があり、障害者

の視点での動線が考慮されていない箇所があるな

ど、利用者の利便、安全性・快適性から考えて十分

とはいえない面もある。 

3 

評価後の改善状況 障害のある学生が学ぶうえでの、利便性、安全性、

快適性の配慮がなされるよう取組をすすめ、以下の

ようなバリアフリー対策を実施した。今後も障害が

ある方々への配慮を図っていく。 
①車椅子での利用が多い、２号館と５号館のスロー

プについて、降雪雨時に車からの乗り降りの危険

性や、不便を解消するよう、スロープに屋根を設

けた。 
②身障者用のトイレが不足していた附属図書館、特
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別支援学校屋内運動場に身障者用トイレを設置

した。 
③入口が２階にあり、運動をするためには１階まで

降りる必要があった特別支援学校の屋内運動場

に、車椅子でも利用できるようエレベータを設置

した。 
④視覚障害学生の安全性を図るため、１号館、２号

館の一部の廊下に人感センサー付照明を設置し、

２号館と９号館のエレベータには音声案内設備

を設置した。 
⑤手すりがなかった体育館へ向かう階段に、安全性

のために、手すりを設置した。 
⑥視覚障害者が安全に通行できるよう、青葉山キャ

ンパス正門付近と附属学校正門付近の歩道に点

字ブロックを設置した。 
改善状況を示す具体的な根拠・データ等 
障害者対策等施設一覧 

個 数 
施  設 平成 16年

５月現在 
平成 21年

７月現在 
スロープ １７ヶ所 ２６ヶ所 

自動ドア  ９ヶ所 １４ヶ所 

エレベータ  ４機 １０機 

身体障害者用トイレ  ８ヶ所 １４ヶ所 

渡り廊下  １ヶ所  １ヶ所 

階段昇降機  １ヶ所  １ヶ所 
 
障害者対策等施設配置図－青葉山キャンパス－、－上杉キャンパス－ 
＜大学基準協会使用欄＞ 
検討所見  
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履修のしおり 平成20年度入学生用（抜粋） 

 

□4 履修にあたっての留意事項 
（１）履修登録単位数の上限について 

履修科目として登録できる単位数には、上限が定められています。(以

下「ＣＡＰ制」という｡）以下に示す単位数の範囲内で履修登録をしてくだ

さい。 

履修登録単位数の上限：半期２８単位 

①通年として開講される科目については、半分に分割して計算します。 

②学校図書館司書教諭（１４７ページ）、社会教育主事（１４８ページ）、

学芸員（１４９ページ）の資格関連科目として開設する授業科目教育実

習とそれに直接関連した科目（教育実践体験演習、実践研究Ａ、実践研

究Ｂ)、集中講義、卒業研究は、ＣＡＰ制の適用から除きます。なお、

資格関連科目が基礎教育科目、教養教育科目、現代的課題科目又は専門

教育科目のいずれかに係る授業科目(下記の科目)の場合はＣＡＰ制の

単位数に含みます。 

人権教育（教養科目、社会教育主事） 

人間と遊び（教養科目、社会教育主事） 

社会福祉論（教養科目、社会教育主事） 

教育の原理（専門教育科目：教職科目、社会教育主事、学芸員） 

社会教育論（専門教育科目教職科目、社会教育主事） 

生涯学習論（専門教育科目：教職科目、社会教育主事、学芸員） 

社会教育講義（専門教育科目：教育学コース、社会教育主事） 

情報メディアの活用（現代的課題科目：メディア情報教育、図書館司

書教諭、社会教育主事、学芸員） 
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